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フォーラム開催概要

講師プロフィール

●北村　昌美 氏
　1926年兵庫県生まれ。京都大学農学部卒業。
　現在、山形大学名誉教授、鶴岡市森林文化都市研究会長。
　専攻は、森林学。各国の森林意識に関する調査を長年実施し、多くの研究成果をあげながら、日本人の自然
認識、森林と文化の関係に思索を深め、「森林文化論」という新しい学問領域を開拓している。

●赤坂　憲雄 氏
　1953年東京都生まれ。東京大学文学部卒業。
　現在、福島県立博物館長、東北芸術工科大学大学院長、同東北文化研究センター所長。
　専攻は民俗学・東北文化論。東北一円を聞き書きのフィールドとして、野辺歩きの旅を重ね、埋もれた歴史
や文化を掘り起こしながら、「いくつもの日本」を抱いた新たな列島の民族史の地平を切り開くために、東北
学の構築を目指している。

●佐々木長生 氏
　1949年南相馬市（旧鹿島町）生まれ。東北学院大学大学院文学部史学科修士課程修了。
　現在、福島県立博物館専門学芸員。
　会津農書を中心に会津地方の民具や、民俗学を研究している。

●新国　　勇 氏
　1957年只見町生まれ。
　現在、只見町役場総務企画課企画班長。
　只見町史編さん事業に従事するとともに、ブナ林の総合学術調査に参加し、世界ブナ・サミットの開催にも携わる。
　只見町ブナセンターの設置にも尽力し、ブナを活かした町づくりを目指している。

●若林　　繁 氏
　1948年東京都生まれ。早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了。
　現在、福島県生活環境部文化振興グループ参事。長年にわたり福島県内の仏像の調査研究を行い、特に会津
地方の仏教文化の奥深さを提言するなど、新たな地域資源の掘り起こしを進めている。



基調講演「森林と文化」

山形大学名誉教授　北　村　昌　美　氏

１．はじめに



２．森や樹木があるということの意味



３．樹木の備えている徳



４．森の記憶

５．森に投影した文化、文化に投影した森



６．森の価値を金銭的に評価できるか

７．森林文化の今後



パネルディスカッション「ふくしまの森林文化」

コーディネーター　県立博物館長　赤　坂　憲　雄　氏

●赤坂氏



●若林氏　　「森林と木彫像」
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●佐々木氏　　「民俗から見た森林文化」
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●新国氏　　「ブナと生きる町を目指して」
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●赤坂氏





森林文化のくに・ふくしま県民憲章
（前文）

税の使いみちについて
福島県農林水産部森林計画課
〒960－8670　福島市杉妻町２－16
電話　024－521－7425
HP http://www.pref.fukushima.jp/forest_c/

税の仕組みについて
福島県総務部課税務課
〒960－8670　福島市杉妻町２－16
電話　024－521－7069
HP http://www.pref.fukushima.jp/zeimu/

【森林環境税に関するお問い合わせ先】

　　（本文）
　　　　わたしたちは、
　　　　　１　森林を敬い、あらゆるいのちを尊びます。
　　　　　２　森林にふれあい、心豊かに生きます。
　　　　　３　森林の恵みに感謝し、活かします。
　　　　　４　森林を守り育て、未来につなぎます。

表 紙 写 真：第22回　ふくしま緑の写真コンクール　銅賞　「緑の里」　宮川悦子　氏
裏表紙写真：第22回　ふくしま緑の写真コンクール　入選　「緑　流」　古関喜典　氏


